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能力を考慮した勤務シフトスケジューリング問題の遺伝的アルゴリズムによる解法 




























きさは評価項目 1>評価項目 3>評価項目 2 としている．	
(評価項目 1)労働人数	




























	 今回の実験では，A〜Eの 5 人が正社員，他 18名がアル
バイトとした計 23名の 7日のシフトを作成する．正社員
は週 5 勤務，8 時間労働とし，アルバイトは希望シフトの
みに勤務を割り当てることを絶対条件として実験を行う．
各時間帯の適正人数は昼をピークタイムとし，平日は朝勤
3〜5 名，昼勤 6〜9 名，夜勤 3〜5 名とし，土日は各時間
帯の適正人数を 1 人増やした人数とする．	
	 また，シフトの 0(休 ),1(8:30〜 18:00),2(12:00〜
21:30),3(8:30 〜 12:00),4(12:00 〜 18:00),5(18:00 〜
21:30)の 6 種類とし，シフトの種類を遺伝子とし，それを
各人の各シフトについて 161 個並べたものを染色体とす
る．個体数 20，交叉率 0.8，突然変異率 0.1，世代数 100
で実験を行う．	


















⽇/労働者 a b c d e f g h i j k m n l o p q r s t u v w
⽉ 0 2 2 2 1 0 0 0 1 1 1 0 1 2 2 0 1 0 0 0 2 0 2
⽕ 2 2 2 1 1 0 2 0 5 5 0 5 4 3 0 3 0 0 4 5 0 1 0
⽔ 2 2 2 1 1 5 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 3 0 2 0
⽊ 0 2 2 1 0 0 1 0 0 2 5 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 2
⾦ 2 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 5 0 0 5 5 3 5 5 4 0 3
⼟ 2 1 1 0 0 0 0 5 0 0 0 2 0 1 5 0 4 0 0 0 0 0 0
⽇ 2 0 0 0 1 0 5 3 0 3 0 0 1 0 0 0 1 2 0 0 0 2 3
